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島根県農業農村整備推進協議会（会長・楫野弘和大田市長）は、

11月11日参議院議員会館会議室において、楫野会長外、会員であ

る市町長や土地改良区役員等総勢44名が参加し意見交換会を開

催しました。楫野会長の開会挨拶に続き、進藤金日子参議院議員

に楫野会長より推進協議会と島根県農地・水・環境保全協議会連

名の要望書が渡されました。その後講演に入り進藤先生からは

新たな食料・農業・農村基本計画や国土強靭化実施中期計画、新たな土地改良長期計画の策定、米

の需給見通し等についてご説明をいただきました。講演後は進藤先生と参加者による意見交換会が

行われ、島根県の抱える農業・農村の問題と対策について活発な発言がありました。続いて農村振

興局整備部設計課の小谷技術調査官、農村政策部地域振興課の能見課長から「令和８年度農業農村

整備関係概算要求概要」等についてご説明をいただいた後、全体の意見交換が行われました。  

また、財務省及び農林水産省、県選出国会議員へ要請活動を行い、財務省では舞立昇治財務副大

臣へ令和８年度当初予算確保等を要請し、「責任ある積極財政の中でどこまで伸ばせるのか、いろ

いろと検討している」と述べられ、また、中山主計局次長への要望に対して、「担い手に集約集積

し、大規模化を本格的に実施していく必要がある。必要な予算に対応していく。」と回答されまし

た。13日には山本啓介農林水産大臣政務官へ県内各地で抱える現状報告及び要望を行いました。 
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しまねの土地改良だより 

島根県農業農村整備事業意見交換会・要望活動 

１．食料安全保障の強化に向けた食料自給力の確保や、農村地域の国土強靱化を図るためには、園芸

作物の導入や米の生産コスト低減の取組、中山間地域等の特色を生かした農業・農村の振興等を図

る農地整備や農業水利施設の長寿命化、ため池の豪雨・耐震化対策等を迅速に実施することが重要  

このような整備や対策を地域の要望に十分応えつつ継続するため、当初予算、補正予算、別枠予

算などあらゆる手段を活用しつつ、建設資材価格の高騰等も踏まえ、令和７年度の規模以上となる

令和８年度農業農村整備事業予算の確保 

２．農村のコミュニティを維持し、地域を支えている多面的機能支払や中山間地域等直接支払に関す

る、活動組織の体制強化を図るための制度の拡充と必要な予算の確保 

３．農業水利施設等の保全・管理が将来にわたって継続するために必要な、土地改良区の運営基盤強

化のための支援の拡充 

財務省・農林水産省・県選出国会議員への要望 
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舞立財務副大臣への要請 
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11 月４日（火）～５日（水）に「男女共同参画推進大会 in く

まもと」が熊本市のホテルメルパルク熊本で開催され、41 都道

府県の水土里ネット女性の会会員及び女性職員等約 240 名が参

集しました。本県からは、豊田知世県土連理事としまね水土里女

性の会の佐々木会長外事務局３名が出席しました。 

はじめに、くまもと水土里ネット女性の会の森下会長と全国

水土里ネット女性の会の西会長より、主催者代表挨拶がありま

した。続いて、来賓挨拶の後、福岡県みやま市農業委員会の徳永

会長より「やる気スイッチは、押しつ押されつ」と題して、農業委員会の会長や土地改良区の理事

として、活動に取り組む際の心持ちや、女性中心に事業説明を進めた事例などの講演がありました。 

次に、「誰もが活躍できる地域農業を目指して～水土里ネットの挑戦～」のテーマで、パネルデ

ィスカッションが行われました。パネリストは熊本県職員、県土連理事、土地改良区職員などで、

様々な視点から多様な人材を確保するための課題や、地域農業の展望についての意見が述べられま

した。 

最後に、くまもと水土里ネット女性の会の岡田副会長が、大会決議文を朗読し、満場一致で採択

され、今大会は閉会となりました。 

翌日は、熊本市内コースと阿蘇コースに分かれ、現地研修が行われました。 

本会の第２回理事会を11月12日（水）午後８時30分から、東京

都内の「島根県東京事務所会議室」で開催しました。提出議案（協

議事項）は４議案で、いずれも全会一致で承認・可決されました。 

第68回通常総会は、令和８年２月９日（月）に「くにびきメッ

セ」において開催することに決定しました。 

提出議案は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

県土連 令和７年度 第２回理事会開催 

つながる、広がる、農村の力 

男女共同参画推進大会 in くまもと 

報告事項  会務報告 

第１号議案 令和７年度一般及び収益事業会計収入・支出補正予算（案）について 

第２号議案 育児・介護休業等に関する規程の改正について 

第３号議案 第68回通常総会開催日時について 

第４号議案 その他 
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11 月 13 日（木）に「令和７年度土地改良施設の整備補修事

例検討会」が徳島県で開催されました。当検討会は適正化事業

等で実施した土地改良施設の整備補修で、省エネルギー効果を

発揮させる工法、先進的技術やコスト低減に繋がる工法及び維

持管理費の軽減に繋がる取組による整備補修などの事例を各県

土連が発表し、診断・管理指導の技術の共有化を図るためのも

のです。 

今年度は島根県、鳥取県、岡山県、高知県が事例の発表を行

い鳥取県の「大規模農家の育成と営農法人化を推進するため大区画ほ場整備を実施し、用水のパ

イプライン化のため導入したポンプ施設の整備補修事例」と岡山県の「水位計及び基地局の設置

による、水管理業務の高度化及び監視業務を省力化した事例」が優良事例として選出されまし

た。 

また、翌日には現地検討会が実施され昨年度に優良事例に選出された徳島県の「老朽化した三

面コンクリート水路の補修を、直営施工により工事費を削減した事例」で紹介された麻名用水土

地改良区の施工現場と令和７年度適正化事業でポンプの整備補修を実施予定の北島揚水機場を視

察しました。 

事例発表の際には各県から多くの質問があり、活発な議論が行われました。現地検討会におい

ては昨年の優良事例の現場を実際に見ることで事例への理解を深める機会となりました。来年度

は香川県にて開催予定で広島県、山口県、徳島県、愛媛県が事例の提案を行います。 

しまね水土里女性の会では、11 月 27 日（金）に大田市温泉

津町で「しめ縄づくり講習」を開催しました。 

この活動は、女性の会の活動として春のオーナ田の田植えか

ら、秋の稲刈り、ヨズクハデ作り、そして、最後に刈った藁を

使ってしめ縄を作るという一連の企画となります。 

当日は、紅葉が色鮮やかで秋の深まりを感じさせる西田地区

の「コミュニティよずくの里」に、会員、準会員 23 名が参集

しました。 

会長挨拶のあと、グループに分かれ、講師から説明を受けながら各自用意された材料を思い思

いに選び、ほとんどの人が初挑戦のしめ縄作りとなりました。 

約２時間かけて完成した作品は、飾りを変えればクリスマスリースとしても活用でき、会員同

士で出来栄えを評価しながら楽しいひと時を過ごしました。 

作品は各自持ち帰り、クリスマスやお正月を彩ります。 

令和７年度土地改良施設の整備補修事例検討会（中国四国ブロック） 

しまね水土里女性の会 ～しめ縄作り講習開催〜 
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11 月 13 日（木）～14 日（金）の 2 日間にわたり、「令和 7 

年度中国四国土地改良事業団体連合会技術部会」が、山口県の

セントコア山口にて開催され、中国四国管内の県土連職員が参

集し、本会から 2 名が出席しました。 

この技術部会は、各県土連の技術的な検討課題に対し意見交

換を行い、多様な視点から解決策やアイデアを情報共有し、技

術力の向上を目的とするものです。 

はじめに、開催県である山口県土地改良事業団体連合会の阿武参事から開会の挨拶があり、続

いて山口県土地改良事業団体連合会の吉冨主査から「山口県土連の最近の取り組み」と題して情

報提供がありました。情報提供では、業務の効率化や高度化を目指したＤＸの積極的な推進、品

質確保と技術の伝承を目的としたマニュアルの整備、人材確保と育成について説明がありまし

た。 

続いて技術部会の本題である検討会が行われ、今回のテーマであるため池整備及びほ場整備事

業について意見交換が行われました。 

ため池整備事業においては、ため池廃止工法のうち事例が少ない暗渠工法、ほ場整備事業で

は、農作業の自動化・省力化を目的としたスマート農業等が題材となり、活発な意見が交わされ

ました。 

最後に、今回の各県土連との意見交換は、目的である技術力の向上に繋がるとともに、得られ

た情報や知見を今後の業務に活かすことができる技術部会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日 行  事  等 開催地 

12月16日（火） 令和７年度土地改良区運営基盤強化推進研修 松江市 

12月16日（火） 令和７年度しまね水土里ネット男女共同参画推進大会 松江市 

｢水｣｢土｣｢里｣ 

の未来を創造し働きます  

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活空間 

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttps://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り 

12月の主な予定 

令和７年度中国四国土地改良事業団体連合会技術部会 


